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iPad 基礎講座・Microsoft Excel 講座

iPad基礎講座・Microsoft Excel講座

仁愛女子短期大学　情報メディア教育支援室

⑴ 活動方針
　情報メディア教育支援室では福井ライフ・アカデミーと
連携し、本学の夏休み期間中に情報系の講座を開講して
います（例年9月初旬）。この講座は、本学の学生や教職
員に加えて一般の方も対象です。この講座では、一般の
方にもソフトウェアや情報機器についての用途・使い方を
知ってもらい、それらを仕事や日常生活の中で有効に活用
してもらうことが目的です。
　昨年度は、表計算ソフト「Excel」の初心者向け講座
と、タブレット「iPad」の初心者向け講座を行いました。
本年度も同様のテーマ、内容で開講しました。

⑵ 取り組みと成果
　Excel講座を2014年9月6日(土)に、iPad基礎講座を同
年9月7日(日)に行いました。時間は両日とも9:00～16:00
で、それぞれ参加者は10名と5名でした。いずれも一般の
方です。
　Excel講座は、Excelの基礎から学んでもらい、家計簿
など普段の生活の中でExcelを活用してもらうことが目的
です。データの入力方法、数式・関数の入力方法、書式の
変更方法、グラフの書き方といった、Excel操作の一連の
流れについて説明を行いました。受講者の方には実際に

Excelの操作
を練習しても
らい、そのあ
とに問題を解
くといった流
れで進めてい
きました。

図1：9/6㈯ Excel講座の様子

　iPad基礎講座は、iPadでどのようなことができるのか
知ってもらい、今後の活用や購入の参考にしてもらうこと
が目的です。iPadの基本的な操作方法、時計、カメラ、マッ
プといった基本的なアプリの使用方法を学びました。そ

の上でアプリ・音楽等の購入方法、経路検索や料理レシ
ピ、ネットラジオなど、普段の生活の中で便利に利用でき

るアプリの紹介
を行いました。
こちらも受講者
の方には実際に
iPadを操作しても
らいながら講座
を進めました。

図2：9/7㈰ iPad基礎講座の様子

⑶ まとめと今後の課題
　Excel講座は昨年度よりも4名ほど増えました。講座後
のアンケート結果では、今年度も好評を得ることができま
した。両講座とも昨年度と同じ内容であり、基礎的では
ありましたが、受講者の方に意図した内容が伝わり、それ
ぞれ基本的な使い方を理解していただくことができたと
思います。昨年度は参加者の増加を目標にしましたが、
Excel講座がわずかに増えたのみとなりました。しかしな
がら、その分、個別のフォローが充実し、参加者の方には
ご満足いただけたかと思います。
　今後検討すべき内容としては、まず、講座のテーマが挙
げられます。ExcelとiPad以外のテーマも検討していきた
いと思います。次に、講座の開催方法が挙げられます。
　両講座とも一日のみであったため、都合か付かない方
もいらっしゃったと思われます。そのため、同じ内容の講
座を何回か開催することで参加の延べ人数が増えると思
われます。また、講座の難易度も検討する必要があると思
われます。今年度はExcel、iPadとも初心者向けの講座を
開催しましたが、中級者や上級者向けの講座も開催する
ことでより幅広い方に参加いただけると思われます。
以上のように、今後は昨年度も目標とした講座の周知の充
実を図るとともに、講座のテーマ、開催時期、回数、内容
などを検討していき、さらに参加者の方に満足していただ
ける講座にしていきたいと思います。

（文責：平塚紘一郎）
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地域連携開放講座

仁愛女子短期大学 教授　内山　秀樹

　ことしで３回目を迎える森田地区のエコキャンドル。今

年も企画段階から本番まで、生活環境専攻１、２回生の

学生が、さらに卒業生までもが参加。１回生は「地域環

境論」の授業の一環として、原画への応募、当日のスタッ

フとして参加し、環境デザイン研究室の２回生は準備段

階の実行委員会などにも参加。

　デザイン画は、生活環境専攻１回生の松原沙霧さんが

見事最優秀賞を獲得。タイトルは『flow』で、森田のシン

ボル九頭竜川を大きな龍に見立て、そこに集まるサクラマ

スを描き、川を身近に感じるまちづくりを進めていってほ

しいという願いを込めてデザインした、との事です。他に

本学からは、生活環境１回生の西端彩花さんと水野倫菜

さんが優秀賞に入賞。

　7月26日、会場の九頭竜川河川敷では地区の人口と同

じ約１万２千個のキャンドルで、勇壮な龍の姿が浮かび

上がり、見る人に感動を届けました。

　うれしい出来事は、今年から本学卒業生が地元の若

者団体“PRもりた”に参加し、このエコキャンドルの実行

委員としてポスターのデザインや企画準備に参画するよう

になった事で、在学生も含めて来年も積極的に参加した

いものです。

もりたエコキャンドル2014

表彰式でインタビュー（松原さん）卒業生も実行委員として参加（右中）

闇夜にうかび上がった勇壮な龍の姿
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【JR森田駅駐輪場ペイントプロジェクト】

　美しいまちづくり、活力あるまちづくり、地域の課題を

解決するまちづくりについて学ぶ「地域環境論」の授業

の一環として、地元森田地区の駅を中心に歩いて暮らせ

るまちづくりに６年前から参加してきました。駅を住民に

とって身近な存在にするための取り組みの一つとして、森

田地区文化委員会が5年前より「もりた夢駅～夏物語」 

を開催するにあたり、生活環境専攻１回生が企画、実行

に参加しました。

　今年は、学生が６つのグループに分かれ、住民や子供

達に駅に関心を持っていただく企画と駐輪場壁画のデザ

インを提案しました。企画については、各グループで１つ

に絞った結果、「もりたん電車」、「マイもりたんをつくろ

う」など６つの企画が提案され、準備しました。

　しかし、予定していた7月13日（日）は荒天のためやむな

く7月15日に延期し、地域環境論の授業時間90分間で壁

画のペイントを完成させることになりました。その結果、

残念ながら準備した企画は中止となりました。壁画のペ

イント作業には約40人の学生と森田地区文化委員会の

委員、公民館関係者あわせて約50人が汗を流しました。

壁画デザインは、原案を学生が６グループに分かれて考

えた６案から、森田地区文化委員会で『森田の四季』

に決定しました。それを地元森田在住で、かの有名な

EXILEの靴のペインティングも手がけているという若手

アーチスト内田徹（THIRTEEN）さんがリライト。授業の

中でもステンシル等の準備を行ったり、文化委員の方々

が事前に壁画への下絵の転写などの準備をしていただい

たおかげで、短時間で

完了しました。また、地

元の親子も前もってス

テンシルの手法で森田

の様々な動植物を描き

ました。

　当初、地元からは、学生提案の壁画デザインについて

慎重意見もあると聞きましたが、完成してみると、森田

を代表する風景が一望できて好評とのことです。来年の

夏、残りの半分の秋と冬について学生から原画を募集

し、完成するのが楽しみです。

もりた夢駅〜夏物語〜

完成した駐輪場壁画「森田の四季」（春と夏編）

いい汗かいたあとの記念写真
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森田地区まちづくり協議会と
仁愛女子短期大学との連携事業報告

地域活動実践センター長　重村　幹夫

「森田地区まちづくり協議会と仁愛女子短期大学との連携に関する協定」が平成22年8月30日に締結されました。
この協定に基づいて、平成26年度も相互に連携・協力して様 な々事業を展開してきました。

１　森田・仁愛女子短期大学連携協議会
　「第5回森田・仁愛女子短期大学連携協議会」が、平

成26年6月6日、仁愛女子短期大学で開催されました。森

田地区から安田寛自治会連合会会長他9名が、本学から

禿正宣学長他6名が出席しました。

　協議事項は、平成25年度に実施した連携事業の報告及

び平成26年度実施予定の連携事業について行いました。

２　公民館と地域活動実践センターの事務打合せ
　事務レベル協議が、平成27年2月5日に仁愛女子短期

大学で開催されました。森田地区からは吉村公司森田公

民館館長、吉田智子公民館主事が、本学から重村幹夫

地域活動実践センター長、内山秀樹教授、中村澄子セ

ンター事務が出席しました。打合せ内容は、平成26年度

の振り返りと平成27年度実施予定の連携事業、夢ギャラ

リー森田の運用状況等について話し合われました。

　

３　もりた夢駅～夏物語2014～
　本学生活環境専攻「地域環境論(内山秀樹教授)」の

一環として、7月15日に開催されました。今年は、森田駅

駐輪場壁画を、地元アーティストとのコラボレーションに

よりペイントしました。

４　森田エコキャンドル2014
　これも、「地域環境論(内山秀樹教授)」の一環として、

7月26日に開催されました。今年は、環境専攻卒業生が、

企画準備段階から参加しました。３及び４の二つの連携

事業の詳細は「地域連携開放講座(p.23-24)の項をご覧く

ださい。

５　森田地区文化祭と本学大学祭の連携・協力
　森田地区文化祭が10月25日・26日、本学大学祭が10月

18日に開催されました。今年は、日程が合いませんでした

が、書道サークルの作品展示、栄養研究サークルのパウ

ンドケーキの販売が行われました。

６　もりた夢市への参加
　「もりた夢市」は、森田地区住民主体の朝市として、 

森田地区の出席者
( 自治会連合会会長：安田寛、同副会長：田中利憲、同事務局長：
松井敏数、社会福祉協議会会長：柳原健一、公民館館長：吉
村公司、運営審議会委員長：横山芳樹、文化委員会委員長：
高木荘冶、同副委員長：勝見祐昌、森田公民館主事：吉田智子 )

仁愛女子短大の出席者
( 学長：禿正宣、副学長：水岸誠、学生部長：内山秀樹、事務長：
吉川敏通、地域活動実践センター長：重村幹夫、事務：中村
澄子 )
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FCTV のインタビュー


